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図1-1 中流域 礫河原面積の推移

減少

①佐野目

⑦束原下流

⑥束原中流

⑤束原中流

④束原上流

③北四合

②真宮

⑧蟹川

：事業候補区間

富川頭首工

阿賀川新橋

宮川

宮古橋

磐越自動車道

阿賀川橋

会津大橋

13.0k

14.0k

15.0k

16.0k

17.0k

18.0k

19.0k

：掘削※
（および深掘れ部埋め戻し）

：樹木伐採

佐野目
かわまち
づくり

（右岸深掘
れ

埋め戻し）

（右岸深掘
れ

埋め戻し）

（右岸深掘
れ

埋め戻し）

※掘削高については、現地の状
況に応じて高さに変化をつけ、
モニタリングにより効果を検証
していく。

※工区名は今後変更の可能性
がある。

１．中流域事業概要

工区位置、整備内容について

事業スケジュール（案）について
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中流域における礫河原及び多様な
水域環境の減少
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※1   H14は出水前後で実施。

※2   H27～H29は中流域の一部区間(16～17k、19～20k)のみ調査を実施のため参考値。

図1-2 中流域 陸封型イトヨ生息確認箇所数の推移

H14出水 R1出水H27出水

写真1-1 中流域環境写真
(R6年4月撮影 18k付近)

樹林の発達

みお筋の固定化

◆阿賀川は低水路と高水敷の比高差が拡大しみお筋が固定化したことで、樹林化により礫河原及び多様な水域環境が減少した。(写真1-1、図1-1、図1-2)

◆中流域において「礫河原環境の保全・再生」と「多様な水域 環境の再生」を事業目標とし、令和５年度に自然再生計画書（案）を変更、令和6年11月

に開催された阿賀野川水系流域委員会にて事業化が決定した。令和7年3月の検討会においてモニタリング計画及び環境配慮方針を検討。

◆中流域事業案は掘削・伐採等を実施する8工区を設定した(図1-3)。事業実施による流向変化の影響が下流へと波及することを期待し、横断工作物等の影

響がない場合には、基本的に上流から下流の順で事業を実施する。ただし①佐野目かわまちづくり箇所に近接するため、最優先としR8に事業を実施する。

◆R7年度は、スケジュール案に沿って、佐野目地区、真宮地区の設計及び事前調査を実施(表1-1)。

図1-3 掘削箇所位置図
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中流部（13～21k）における礫河原面積の推移

◆中流域自然再生事業では、年次・数値目標として「礫河原面積の推移」と「イトヨ生息確認箇所数の推移」を設定し、事業による目標達成度(事業効果)
を確認することとしている。令和７年度は中流域の現況を確認するため、事前調査において、河道変化、礫河原面積、陸封型イトヨ生息箇所数を把握。

◆垂直写真撮影及び礫河原面積結果から、中流域では引き続き樹林の発達、礫河原の減少を確認（令和６年から8ha減少）した。令和元年以降、平均年最
大流量（720m3/s）以上の出水が発生していないため、みお筋に大きな変化はみられず、砂州が安定し植生が繁茂していると推察される。陸封型イトヨ
調査では、中流域にて５箇所の良好な繁殖箇所を確認、ただし中流域全体として令和２年から減少傾向にある。富川頭首工上流にて最も多くの陸封型イ
トヨを確認、全生息箇所で湧水とみられる水温差のある環境を確認したが一部河床に泥の堆積を確認、湧水機能の低下が懸念される状況であった。

◆令和７年時点においても、中流域の礫河原面積、イトヨ生息箇所数は減少傾向にあることから、事業による改善・創出効果を期待するところである。
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垂直写真撮影結果

R7年

※S61は航空写真判読により礫河原を判定。H10～R4は植生図データを使用（自然裸地、カワラヨモギ－カワラハハコ
群落を計上）。R6、R7はR4データを元にヤナギ類が拡大した箇所を除外し算出。

※20～21k区間は事業を実施しないことから除外。

S61年（事業目標年）

礫河原面積の経年推移
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図2-1 中流域 垂直写真 図2-2 中流域 礫河原面積の推移

図2-3 中流域 イトヨ生息箇所数の推移

※1 H14は出水前後で実施
※2 H27～H29は中流域の一部区間のみ調査実施のた

め参考値
※3 R6は3回の調査全てで生息が確認された繁殖確認

個所数
※4 R7は捕獲確認され、かつ稚魚が十分に確認された

繁殖確認個所数

２．中流域の事業目標について



３．短期モニタリングについて

◆前回検討会で提示した短期モニタリング計画に沿って、該当地区の事前調査を実施。R7年は佐野目地区、真宮地区、対照区を実施。
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短期モニタリング調査項目概要

水域環境
評価

礫河原
評価

取得データ
（評価のための材料）

調査対象調査目的

◎◎
【中流域全体垂直写真】
・礫河原面積
・みお筋、瀬、ワンドの位置・地形（河道、礫河原、

瀬・淵やワンドの状況、
標高）

地形の把
握

○○
【工区毎の鳥瞰写真】
・空中からの工区の状況

○○
【簡易測量】
・工区毎の横断形状

－○・目線からの工区の状況・景観

－○
・確認鳥類種・個体数（シギ・チドリ類含む）（河道内の多
様な環境を対象）

・鳥類相鳥
類

生物の生
息・生育・
繁殖状況
の把握

－○・工区内のシギ・チドリ類の繁殖個体数・礫河原指標種

－○
・工区内の確認昆虫種・個体数（地表徘徊性の昆虫類
等含む）（河道内の多様な環境を対象）

・昆虫類相昆
虫
類 －○・工区内のカワラバッタの個体数・礫河原指標種

－○・工区内の生育植物種（河道内の多様な環境を対象）・植物相

植
物

－○・工区内の礫河原指標種の分布・被度
・礫河原指標種
（ヤナギ類以外）

－◎
【中流域全体垂直写真】
・ヤナギ類分布状況、面積

・礫河原指標種
(ヤナギ類)

○○・工区内の確認種・位置（河道内の多様な環境を対象）
・両生類・哺乳類・
爬虫類

両
爬哺

○－
・工区内の確認魚種・個体数（アユ、ウケクチウグイ、カ
ジカ・アカザ含む）（河道内の多様な環境を対象）

・魚類相
魚
類

◎－
・中流域全体のワンド等の陸封型イトヨ個体数
・ワンドの物理環境データ

・水域環境指標種

◎◎
（上記モニタリング内容を踏まえた調査を立案し実施す
る。）

・平均年最大流量以上の
洪水発生後の地形や生
物の状況を把握する。

洪水後の
地形・生物
の把握

◎：事業目標に関するデータ
○：事業の質的な評価のためのデータ
－：評価対象外表2-2 短期モニタリング調査項目(案)

選定理由
礫河原

環境指標種
分類群

・礫河原を生息・繁殖場として利用。
・上流域事業においても指標種に選定され、
調査実績がある。

・チドリ類
・シギ類

鳥類

・礫河原を生息・繁殖場として利用。
・上流域事業においても指標種に選定され、
調査実績がある。

・カワラバッタ
・地表徘徊性の昆虫
類等

昆虫類

・阿賀川の礫河原環境に生育。
・上流域事業においても指標種に選定され、
調査実績がある。
・カワラヨモギは上流域では未確認であったが、
他地域では礫河原環境を指標する種である
ことから継続して選定した。

・ヒロハノカワラサイコ
・カワラハハコ
・カワラニガナ
・マルバヤハズソウ
・カワラアカザ
・カワラヨモギ

植物
（正の指
標種）

・ヤナギ類（希少種除く）は樹林化の主な原因。
・上流域事業においても調査実績がある。在
来種であり、参考指標種とする。

・ヤナギ類（希少種
除く）

植物
（参考指
標種）

・特定外来植物は正の指標種と競合する懸念
があるため。
・上流域事業においても選定され、調査実績
がある。

・特定外来植物
（負の指
標種）

選定理由
水域

環境指標種
分類群

・湧水ワンド環境を生息・繁殖の場として利用。
・上流域事業においても選定。

・陸封型イトヨ

魚類

・粒径の大きい礫のある瀬環境を選好し生息・繁殖
の場として利用。

・上流域事業においても選定。
・アユ

・成魚は主に淵環境を生息場として利用。
・上流域事業においても選定。

・ウケクチウグイ

・浮石のある瀬環境を選好し、生息・繁殖の場として
利用。

・カジカは上流域事業においても選定。アカザは本
事業にて新規選定。

・カジカ・アカザ

表2-3 礫河原指標種

表2-4 水域環境指標種

着目する環境指標種



◆前回検討会で提示した短期モニタリング計画に沿って、該当地区の事前調査を実施。R7年は佐野目地区、真宮地区、対照区を実施。
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３．短期モニタリングについて

鳥類調査内容

取得データ調査方法調査回数・時期調査対象
調査
目的

・河道内の確認鳥類種・個
体数（シギ・チドリ類含む）

・ラインセンサス
法
・任意観察

・年2回(春季・秋
季)

・鳥類相
鳥
類

生物の
生息・
生育・
繁殖状
況の把
握

・河道内のシギ・チドリ類の
繁殖個体数

・繁殖状況把握
（踏査等）

・年2回(春季～初
夏季)

・礫河原指標
種

鳥類相

◆ラインセンサス及び任意観察を年2回実施し、
各工区の確認種・個体数を把握する。河道内
の多様な環境（礫河原、樹林、水域等）が観
察できるようセンサスルートを設定し、環境
毎の確認種を整理する。

◆礫河原指標種の出現状況を整理する。

礫河原指標種（チドリ類、シギ類、）

双眼鏡による観察

◆上流域自然再生事業では、礫河原環境を指標する鳥類として、チ
ドリ類、シギ類を対象とした。中流域事業も同様に指標種とする。

◆指標種の繁殖期において、工区を任意踏査等により繁殖状況を記
録する。

コチドリ
（夏鳥、繁殖に利用）

イカルチドリ
（留鳥、生息、繁殖に利用）

鳥類調査結果
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利用環境別鳥類確認状況

・現地調査では、春季・秋季
合わせて46種の鳥類を確認。

・重要種は6種、特定外来種
は確認無し。

・佐野目地区：25種確認。
・真宮地区：37種確認。
・対照区：30種確認。

●礫河原指標種調査として、
チドリ類の卵探索にサーマ
ルカメラ、UAV調査を試行

・佐野目地区で2箇所、真宮
地区で2箇所の繁殖が確認
された。対照区では確認さ
れなかった。



◆前回検討会で提示した短期モニタリング計画に沿って、該当地区の事前調査を実施。R7年は佐野目地区、真宮地区、対照区を実施。
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３．短期モニタリングについて

昆虫調査結果昆虫類調査内容

昆虫類相

◆年1回（夏季）に任意採集
法、目視観察法、ベイトト
ラップ法により昆虫調査を
実施する。

◆河道内の多様な環境（礫河
原、樹林、水域等）を対象
とし調査範囲を設定し、環
境毎の確認種を整理する。

◆ベイトトラップ等で確認さ
れた礫河原指標種（地表徘
徊性昆虫類等）の確認状況
を整理する。

ベイトトラップ法

表2-7 昆虫類におけるモニタリング調査計画

礫河原指標種（カワラバッタ）

◆ベルトトランセクト法による調査を実
施する。調査ルートを設定してゆっく
り歩き、両側5mの範囲に出現した、砂
礫河原の指標種であるカワラバッタの
位置及び個体数を記録する。

取得データ調査方法調査回数・時期調査対象
調査
目的

・河道内の確認昆虫種・
個体数

・任意採集法、目視
観察法、ベイトト
ラップ法

・年1回（夏季）・昆虫類相昆
虫
類

生物の
生息・
生育・
繁殖状
況の把
握

・河道内の礫河原指標
種の個体数

・ベルトトランセクト
法

・年1回（夏～秋
季）

・礫河原指標
種

任意採集法

カワラバッタ

現地調査では、214種の昆虫類を確認。
重要種は3種、特定外来種は1種確認 。

■工区別の概要
・佐野目地区：111種確認。
・真宮地区：88種確認。
・対照区：147種確認。
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ハエ目（双翅目）

チョウ目（鱗翅目）

トビケラ目（毛翅目）

カメムシ目（半翅目）

バッタ目（直翅目）

カワゲラ目（セキ翅目）

ハサミムシ目（革翅目）

カマキリ目（蟷螂目）

ゴキブリ目（網翅目）

トンボ目（蜻蛉目）

カゲロウ目（蜉蝣目）

昆虫類確認状況

カワラバッタの確認状況
・ベルトトランセクト調査では、いずれの地区においても設定した測線上でカ
ワラバッタは確認されなかった。

・昆虫類相調査において、測線上でない礫河原において、各地区カワラバッ
タが確認されたいずれの地区も数個体程度の確認にとどまった。確認位置
は水際に近く植生がほとんどない自然裸地の礫河原であった。ツルヨシやヨ
モギ等が進入し草地化が進行している高水敷に近い礫河原では全く確認さ
れなかった。
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３．短期モニタリングについて

植物調査結果

取得データ調査方法調査回数・時期調査対象
調査
目的

・河道内の生育植物種・任意踏査
・年1回（夏～秋
季）

・植物相

植
物

生物の
生息・
生育・
繁殖状
況の把
握

・河道内の礫河原指標種及
び外来植物種の分布・被
度

・ライントランセ
クト法

・年1回（夏～秋
季）

・礫河原指標
種及び外来
植物種

【中流域垂直写真】
・ヤナギ類分布状況、面積

・UAV空撮・年1回（春季）・ヤナギ類

植物調査内容

植物相

◆各工区において3測線設定し、ライントランセクト法
により指標種の調査を行う。

◆ライントランセクト法は、1m×1mのコドラートをラ
イン状に10m間隔で設定し、各指標種の被度を簡易的
に4段階で記録する。

◆ヒロハノカワラサイコ、カワラハハコ、カワラニガナ、
カワラヨモギ、マルバヤハズソウ、カワラアカザ、
特定外来植物（アレチウリ、オオキンケイギク、オ
オカワヂシャ等）を記録する。

礫河原指標種（カワラハハコ等）

◆年1回(夏～秋)に河道内を任意踏査し、植物種を記録
する。

◆河道内の多様な環境（礫河原、樹林、水域等）を対象
とし確認種を記録する。

任意踏査

カワラハハコ

ヤナギ類

◆春季のヤナギ類展葉時期に、UAV撮影を行い、
写真判読からヤナギ類の分布状況を把握する。

UAV撮影

現地調査では、68科228種の植
物種を確認した。重要種は11種
、外来種は46種（うち特定外来
種は4種）であった。

■工区別の概要
・佐野目地区：139種確認。
・真宮地区：143種確認。
・対照区：130種確認。
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礫河原指標種の地区別確認状況

カワラハハコ（対照区、R7.9.26） カワラニガナ（対照区、R7.10.16）

◆前回検討会で提示した短期モニタリング計画に沿って、該当地区の事前調査を実施。R7年は佐野目地区、真宮地区、対照区を実施。
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R4.4 R6.4 R7.4

※13kpは宮古橋～14kpを示す。宮川合流点付近は計上していない。

ヤナギ類 繁茂面積の比較

■礫河原指標種の確認状況
今回確認された礫河原指標種はカワラハハコとマルバヤハズソウの2種であった。
・カワラハハコは対照区で最も多く確認され、30コドラートで確認された。佐野目地区は8コ
ドラート、真宮地区は6コドラートで同程度であった。

・マルバヤハズソウは佐野目地区で最も多く確認され、26コドラートで確認された。次いで
対照区が多く19コドラート、真宮地区が最も少なく4コドラートであった。

・植物相調査結果も含めると、カワラニガナ、カワラアカザも確認されている。



◆前回検討会で提示した短期モニタリング計画に沿って、該当地区の事前調査を実施。R7年は佐野目地区、真宮地区、対照区を実施。
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３．短期モニタリングについて

魚類調査結果魚類調査内容

陸封型イトヨ

魚類相

◆年2回（春・秋）に本川の多様な環境を対象に
捕獲法、潜水観察等による調査を実施する。

◆調査においては、水深、淵の大きさ、流速等の
物理環境データを取得する。

◆水域環境指標種であるアユ、ウケクチウグイ、
カジカ・アカザについても確認状況を整理する。 たも網での捕獲

水域環境指標種（陸封型イトヨ）

取得データ調査方法回数・時期調査対象目的

・河道内の確認魚種・個
体数

・捕獲法（定置網、投網、たも
網、セルびん）
・潜水観察
・物理環境データ取得（水深、
大きさ、流速等）

・年2回（春
季・秋季）

・魚類相
（本川）

魚
類

生物の
生息・
生育・
繁殖状
況の把
握

・河道内の水域環境指
標種（陸封型イトヨ）個
体数
・物理環境データ

・捕獲法（定置網、たも網）
・潜水観察
・物理環境データ取得（ワンド
における水温、泥の堆積等）

・年1回（春～
夏季）

・水域環
境指標
種（ワン
ド）

表2-9 魚類におけるモニタリング調査計画

◆年1回（春～夏季）、ワンド等を対象に捕獲
法、潜水観察等による陸封型イトヨの調査を
実施する。

◆物理環境調査も併せて実施し、生息環境の評
価を行う。

ウケクチウグイアユ カジカ

春季・秋季調査より、全
体で25種確認。重要種
は8種確認（ウケクチウ
グイ、スナゴカマツカ、ド
ジョウ、ヒガシシマドジョ
ウ、アカザ、サクラマス（
ヤマメ）、陸封型イトヨ、
カジカ）。特定外来種は
2種確認（オオクチバス
及びコクチバス）
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佐野目地区 真宮地区 対照区

種
数

確認種 重要種 外来種 指標種

魚類確認状況
●陸封型イトヨ確認結果

令和7年度確認個所数としては5箇所となり、昨年度から1箇所の増加となった。新た
に増加した1箇所についても令和6年度に生息が確認されているワンドであり、令和7年
度は稚魚が多く確認され、良好な繁殖場となっていると判断した。

●ウケクチウグイ補足調査
佐野目地区にて投網により捕獲した約1,000個体

のウグイ稚魚の中から上顎と下顎が同じ位置にある
形態をもち、ウケクチウグイと思われる体長25㎜程
度の魚類を2個体確認した。真宮地区及び対象区で
は確認されなかった。同箇所で捕獲したウグイとみら
れる下顎の位置が下がっている個体と合わせて、
DNA分析を実施し、ウケクチウグイであることを確認
した。

上：ウグイ
下：ウケクチウグイ



４．中流域の施工条件について
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中流域の施工条件を検討する上での基本的な考え方としては、
阿賀川の中上流域は元来、急勾配河川で掃流力が大きく、洪水時に十分な攪乱が生じれば礫河原状態を維持できる可能性はある
樹林化傾向に寄与している要素（河道の状況）を工事によって緩和・改善することで、工事や洪水の影響で礫河原状態が創出されたあとも、礫河原状態
を維持＝樹林化を抑制できると期待されるという想定で、工事、具体的には
●砂州の切り下げ（砂州の整正）
●樹木の伐採
を実施することで礫河原を創出していく。砂州切り下げの方法を工夫することで、なるべく維持管理の必要が少なく（再樹林化しにくく、自然の営力に
よって礫河原状態が維持される）、かつ、扇状地河道に典型的に見られる多様な生物の生息場が維持されやすい河道を目指す。これらは、先行して実施
した上流域における自然再生計画の考え方と同様である。

・また、中流域では澪筋が堤防や低水護岸に接近し、洗堀が進行している箇所があることから、砂州の切り下げ・整正に伴い発生する土砂を利用して
●洗掘箇所の埋め戻し
を行うことも検討する。

【砂州の切下げ高】
・阿賀川樹木群管理計画（平成21年2月）における検討の知見を活かし、砂州
の切り下げ高さは平均年最大流量720m3/sの1/3である、流量240m3/s 流下
時の水面高さを基準とする。なお、馬越地点流量240m3/sは概ね毎年発生す
る頻度の出水に相当する。

【砂州の切下げ範囲】
・現況河道で平均年最大流量では冠水しない範囲はそもそも攪乱が生じにくい
と考えられるので、このような場所で礫河原再生の工事を実施しても、維持
することは難しいことが予測される。このため、砂州を切り下げる範囲は最
大でも平均年最大流量の冠水範囲内とする。

・砂州の切り下げ範囲内については、樹木伐採を併せて実施する。
現況地盤高が切り下げ高さよりも低い場合であっても、裸地を創出するため
に樹木伐採は行う。

【洗堀箇所の埋め戻し】
・澪筋が堤防や低水護岸の前面に接近し、洗堀が著しい箇所については、必要
に応じて砂州の切り下げにより発生した土砂等を利用して埋め戻しを行う。
埋め戻す高さは、周辺の河床高を勘案し設定する。。

●平均年最大流量(720m3/s)
で冠水する区域が切り下げ
対象範囲
●切り下げ高は阿賀川樹木群
管理計画に基づき、
240m3/s時水位とする。
●平均年最大流量により2～3
年に1回攪乱を受けて維持さ
れる

1/3平均年最大流量時の水位まで切下げて礫河原を復元し、平均年最大流量によって維持する

現況で礫河原が形成されている砂州の
高さは、平均年最大流量の1/3の流量
が流下した際の水位相当

1/3平均年最大流量時水位

平均年最大流量時水位

平均年最大流量により礫河原
が維持されている

礫河原

水深が浅く平均年最大流量
では攪乱が起きにくい

伐採

掘削

切下げ範囲＝平均年最大流量で冠水する範囲

年1回程度発生する流量時水位

240m3/s流量時の水位まで切り下げて礫河原を復元し、平均年最大流量によって維持する

現況で礫河原が形成されている砂州の
高さは、240m3/sが流下した際の水位
相当



５．佐野目地区整備計画
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◆整備コンセプト
・砂州高さは1/3平均年最大流量（240m3/s）流下時の水位（自然再生の目標水位）以下に整正する
・現状の水路状の水域に接続するよう、上流からクリークを配置し、クリークより流路側の砂州を整正する
・クリークは、常時流れが形成されることで土砂等が堆積しにくくなり、流水性の水生生物の生息環境となる。また、中州状の砂州は砂礫河原を利用する
生物にとって、外的が侵入しにくいの安全な生息場となることが期待できる

・整正する範囲について、樹木は伐根処理する
・砂州のみお筋側は、クリーク掘削と目標水位以上の部分の整正で生じた土砂を砂州に巻き出し、増水時に多様な水深の水域が形成されることを期待する

整正範囲

クリーク

整備コンセプト



５．佐野目地区整備計画
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◆水理解析結果
・現況河道および整備後河道として、平常時30m3/s、平均年最大流量720m3/s 時の流速ベクトル・コンター図と、無次元掃流力（d=50mm）コンター図
を整理した。

・30m3/s （平水流量）流下時の流速ベクトル図より、クリーク部に流れが導水されている状況が確認でき、クリーク形成が期待できる。
・720m3/s （平均年最大流量）流下時の無次元掃流力（d=50mm）の分布図より、特に掘削面の中下流部において掃流力が増加している様子が確認できる。
掘削面の中下流部では大きな掃流力が発生することを確認。

水理解析結果

流量30m3/s（平水流量）流下時 流速ベクトル・コンター図 流量720m3/s（平均年最大流量）流下時 無次元掃流力（d=50mm）コンター図

現況河道
（R2測量）

整備後河道

現況河道
（R2測量）

整備後河道



◆重要種・指標種の生息・生育状況への影響について検討した結果を以下に示す

５．佐野目地区整備計画

重要種・指標種の生息・生育状況

生息・生育個体
への影響

生態的特性

指標種重要種種名等分類
上流域事業の知見

事業後再生・創出される環境との
関係

移動性
阿賀川管理区間に
おける希少性※1

あり-○ ワンド・たまりなし他区間で確認○サジオモダカ

植物

あり-○ ワンド・たまりなし他区間で確認○ヤナギモ

大きい-○ ワンド・たまりなし平成19年度以降未確認、希少○ヒロハノエビモ

あり-○ ワンド・たまりなし他区間で確認○ミクリ

あり-○ ワンド・たまりなし他区間で確認○ツルアブラガヤ

あり-○ ワンド・たまりなし他区間で確認○タコノアシ

あり-○ ワンド・たまりなし他区間で確認○ホザキノフサモ

大きい-△ 草地なし今年初確認、希少の可能性○シベリアメドハギ

小さい事業後増加○ 礫河原なし他区間で確認○カワラハハコ

小さい事業後増加○ 礫河原なし他区間で確認○マルバヤハズソウ

生息・生育個体
への影響

生態的特性

指標種重要種種名等分類
上流域事業の知見

事業後再生・創出される環境との
関係※3移動性

阿賀川管理区間に
おける希少性※1

小さい-△ 草地高い他区間で確認○オオヨシキリ鳥類

小さい事業後増加○ 礫河原低い他区間で確認○○カワラバッタ

昆虫類 小さい-△ 草地低い他区間で確認○ウスバカマキリ

小さい-○ 礫河原低い他区間で確認○地表徘徊性昆虫

事業範囲に生育・生息する種の生態的特性を踏まえた影響評価結果

重要種・指標種（動物）確認位置 重要種・指標種（植物）確認位置

12



◆植物について影響が大きいと判断された種について、個別の保全対策について検討した。いずれにおいても施工段階において保全対策が必要となること
から、施工時の保全対策メニューを検討した。

13

５．佐野目地区整備計画

事業の影響が想定される種の個別の保全対策検討結果

種別の施工時の保全対策メニュー案重要種・指標種種名等分類

生育するたまりを保全する。クリーク掘削箇所は花期7～9月以降に土砂をクリーク脇に再配置することで対応。重要種サジオモダカ

植物

生育するたまりを保全する。クリーク掘削箇所は花期5～9月以降に土砂をクリーク脇に再配置することで対応。重要種ヤナギモ
生育するたまりを保全する。重要種ヒロハノエビモ

生育するたまりを保全する。クリーク掘削箇所は花期6～9月以降に土砂をクリーク脇に再配置することで対応。重要種ミクリ

生育するたまりを保全する。クリーク掘削箇所は花期6～9月以降に土砂をクリーク脇に再配置することで対応。重要種ツルアブラガヤ

伐開・除根箇所は花期9～10月以降に伐開・除根を行う。
クリーク掘削箇所は花期9～10月以降に土砂をクリーク脇に再配置することで対応。

重要種タコノアシ

クリーク掘削箇所は花期5～10月以降に土砂をクリーク脇に再配置することで対応。重要種ホザキノフサモ

伐開・除根、整正は結実期9～10月以降に行う。重要種シベリアメドハギ

施工時の保全対策メニュー案分類

・保全対象種の花期を過ぎた11月以降にクリーク掘削予定地を掘削し、掘削した土砂をクリーク脇に再配置
・重要種の個体を近隣のたまり等へ移植
・たまりの周りを避けて伐開・除根＋整正を行い、たまりを保全

植物

保全対象種の花期、結実期

保全対策案1のイメージ図



６．真宮地区整備計画
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◆整備コンセプト
・阿賀川自然再生計画（案）に基づき、「礫河原の再生」と「多様な水域環境」の創出を目指す。
・みお筋の蛇行・固定化の要因となっている砂州上の樹木を除去するとともに砂州を切り下げ、併せて、深掘れが形成されている箇所を埋め戻すことによ
り、流れの蛇行を抑制し、砂州と水域の比高差を縮小する。

・このことにより、増水時の砂州上の水深を確保、掃流力の向上を促し、礫河原の維持に寄与することを期待する。
・既往調査で生息・生育が確認されている貴重な動植物に配慮した整備とする。

確認された重要な
湿地性植物への配慮

埋戻しによる深掘れの解消

イトヨの生息が確認され
ワンドへの配慮

整備コンセプト

樹木伐採、砂州の切り下げに
よる蛇行の抑制
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◆整備メニュー
・上流域事業個所である三本松地区の事業内容を参考に、左岸側の砂州を掘削、河道中央部に舟底型河道を形成する。
・掘削した土砂を、右岸側は深掘れを含む一連区間を埋め戻しに使用する（発生土の場内処理）。
・既往調査で確認されている寄州下流左岸の陸封型イトヨ生息ワンドが保全できる
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切り下げ

埋戻し

右岸側一帯
の埋戻し

埋戻し範囲は18.2k付近まで（
18.4kのワンド保全、p.3参照）

240m3/s水
位平水位

・みお筋は、最深部で平水位－0.5m、底幅20mを目安
・埋戻し高さは240m3/s流下時水位を目安

ワンド保全

右岸側
一帯の
埋戻し

整備形状について
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◆水理解析による施工条件の検証結果
・掘削後の流況（流速ベクトル）や、掘削範囲に働く掃流力を確認すると、主流部の移動・水衝部緩和、掘削範囲に広く掃流力が働くことを確認。
・川幅水深比（阿賀川においてはB/H=300以上が目標）の観点では、B/H>300 となる区間が増加し、単列砂州発生から複列砂州発生の水理量へと移行し
ている。

主流部は河道中央に移
動し、水衝部は緩和

掘削範囲全体に大きな掃
流力が働き、礫河原維持
が期待できる

底面流速
ベクトル
720m3/s

無次元掃流力
720m3/s d=50mm
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真宮②整備河道

現況河道

B/H=300

B/H=100 上流側では川幅水深比が300を超える程度に増加している

掘削範囲

埋め戻し範囲（240m3/s水位高さまで一帯埋戻し）

水理解析結果



生息・生育個体
への影響

生態的特性

指標種重要種種名等分類
上流域事業の知見

事業後再生・創出される環境
との関係

移動性
阿賀川管理区間に
おける希少性※1

あり（施工時配慮実施）-○ ワンド・たまりなし他区間で確認○サジオモダカ

植物

あり（施工時配慮実施）-○ ワンド・たまりなし他区間で確認○ヤナギモ

あり（施工時配慮実施）-○ ワンド・たまりなし他区間で確認○ミクリ

大きい（施工時配慮実施）-△ 草地なし今年初確認、希少の可能性○シベリアメドハギ

小さい事業後増加○ 礫河原なし他区間で確認○カワラハハコ

小さい事業後増加○ 礫河原なし他区間で確認○マルバヤハズソウ

◆事業による環境への影響について保全対策検討フローに基づき検討した結果を以下に示す
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重要種・指標種の生息・生育状況

事業範囲に生育・生息する種の生態的特性を踏まえた影響評価結果

６．真宮地区整備計画

生息・生育個体
への影響

生態的特性

指標種重要種種名等分類
上流域事業の知見

事業後再生・創出される環境
との関係※2

移動性
阿賀川管理区間に
おける希少性※1

小さい-△ 草地高い他区間で確認○オオヨシキリ

鳥類
小さい（施工時配慮実施）事業後も確認○ 礫河原高い他区間で確認○イカルチドリ（繁殖箇所・成鳥）

小さい（施工時配慮実施）事業後も確認○ 礫河原高い他区間で確認○コチドリ（繁殖箇所）

小さい（施工時配慮実施）事業後も確認○ 礫河原高い他区間で確認○イソシギ

小さい（施工時配慮実施）事業後も確認○ 瀬高い他区間で確認○○アカザ
魚類

小さい（施工時配慮実施）事業後も確認○ ワンド・たまり高い他区間で確認○○陸封型イトヨ

小さい事業後増加○ 礫河原高い他区間で確認○○カワラバッタ
昆虫類

小さい-○ 礫河原高い他区間で確認○地表徘徊性昆虫

重要種・指標種（動物）確認位置 重要種・指標種（植物）確認位置



◆植物について影響が大きいと判断された種について、個別の保全対策について検討した。いずれにおいても施工段階において保全対策が必要となること
から、施工時の保全対策メニューを検討した。

18

６．真宮地区整備計画

事業の影響が想定される種の個別の保全対策検討結果

施工時の保全対策メニュー
重要種・
指標種

種名等分類

花期7～9月以降に、生育範囲の土砂を新たに形成される流路脇に置くことで対応。重要種サジオモダカ

植物
花期5～9月以降に、生育範囲の土砂を新たに形成される流路脇に置くことで対応。重要種ヤナギモ

花期6～9月以降に、生育範囲の土砂を新たに形成される流路脇に置くことで対応。重要種ミクリ

結実期9～10月以降に、生育範囲の土砂を新たに形成される流路脇に置くことで対応。重要種シベリアメドハギ

保全対象種の花期、結実期

施工時の保全対策メニュー分類

・ワンド①、旧水路を保全

・保全対象種の花期を過ぎた11月以降に掘削を行い、ワンド②付近の土砂を新たに水際となる箇所に再配置

・重要種の個体を近隣のワンド等へ移植

植物



令和７年度事前調査

参考資料編

令和７年度事前調査

参考資料編

令和８年 ３月

国土交通省北陸地方整備局 阿賀川河川事務所

19



参考資料．事前調査結果
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・事前調査結果を以下に示す。

鳥類相調査結果

春 秋 合計 春 秋 合計 春 秋 合計 ① ② ③ ④ ① ② ③

1 キジ科 キジ 草地 3 3 2 1 3 1 1 6 1

2 カモ科 カルガモ 水域 5 2 7 1 12 13 7 7 13 14

3 カイツブリ科 カイツブリ 水域 1 1 1

4 ハト科 カワラバト(ドバト) 多様な環境 6 6 6 掲載種

5 キジバト 多様な環境 2 1 3 3 3 2 3 5 4 7

6 ウ科 カワウ 水域 3 1 4 150以上 1 150以上 6 13 19 150以上 15

7 サギ科 アオサギ 水域 2 2 10以上 2 10以上 1 1 2 10以上 3

8 ダイサギ 水域 1 1 2 10以上 1 10以上 10以上 2

9 カッコウ科 カッコウ 樹林 2 1 3 1 1 3 1 NT

10 チドリ科 イカルチドリ 礫河原 4 4 9 9 13

11 コチドリ 礫河原 4 1 5 1 1 5 1

- チドリ類の一種 - 1 1 1

12 シギ科 キアシシギ 水域 4 4 5 5 9

13 イソシギ 礫河原 3 3 6 7 1 8 10 4

14 タカ科 トビ 多様な環境 1 1 2 1 1 2 2 2

15 ノスリ 多様な環境 1 1 1 1 1 1

16 カワセミ科 カワセミ 水域 1 1 1

17 キツツキ科 コゲラ 樹林 1 1 2 1 1 2 1

18 アカゲラ 山地 1 1 1 1 2

19 ハヤブサ科 チョウゲンボウ 多様な環境 2 2 2

20 ハヤブサ 多様な環境 1 1 1 1 2 国内 VU VU

21 モズ科 モズ 樹林 1 1 1 1 1 1

22 カラス科 オナガ 樹林 1 1 1

23 ハシボソガラス 多様な環境 2 1 3 9 1 10 11 2

24 ハシブトガラス 多様な環境 1 1 2 2 2 1 1 2 4 2

25 シジュウカラ科 ヒガラ 樹林 1 1 1

26 シジュウカラ 樹林 2 2 2 3 5 2 2 6 3

27 ヒバリ科 ヒバリ 礫河原 1 1 1 1 2 1 2 NT

28 ツバメ科 ツバメ 多様な環境 5 5 1 1 2 1 1 7 1

29 ヒヨドリ科 ヒヨドリ 多様な環境 1 1 2 4 6 1 4 5 3 9

30 エナガ科 エナガ 樹林 5 5 5

31 ヨシキリ科 オオヨシキリ 草地 12 12 2 2 6 6 20 NT

32 ムクドリ科 ムクドリ 多様な環境 2 8 10 2 2 4 2 2 6 10

33 コムクドリ 樹林 2 2 2 2 4

34 ヒタキ科 ノビタキ 草地 1 1 1 DD

35 エゾビタキ 樹林 2 2 1 1 3

36 サメビタキ 樹林 2 2 2

37 コサメビタキ 樹林 1 1 1

38 スズメ科 スズメ 多様な環境 1 4 5 2 2 3 4

39 セキレイ科 キセキレイ 砂州 1 1 1

40 ハクセキレイ 礫河原 4 4 2 1 3 2 5

41 セグロセキレイ 礫河原 4 4 4 3 7 3 1 4 11 4

42 アトリ科 カワラヒワ 草地 1 7 8 1 1 2 1 9 10 3 17

43 イカル 樹林 1 1 1

44 ホオジロ科 ホオジロ 草地 1 7 8 1 1 2 2 2 4 4 10

45 ホオアカ 草地 3 3 3 VU

46 アオジ 草地 2 2 2

- 27科 46種 種数 21種 17種 25種 25種 30種 37種 23種 16種 30種 32種 39種 0種 1種 1種 6種 0種 0種 1種

■：秋季調査で新たに確認された種

※2種名、配列等は原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト令和7年度」(令和7年、国土交通省)に従った。

【重要種の選定基準】

①天然記念物：『文化財保護法』(昭和25年法律第214号)

　特天:特別天然記念物、天:天然記念物

②種の保存法：『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(種の保存法)』(平成4年法律第75号)

　国内:国内希少野生動植物、特一:特定第一種国内希少野生動植物種、特二:特定第二種国内希少野生動植物種、緊急:緊急指定種

③環境省RL：『環境省レッドリスト2020』(環境省、2020年)

　EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類

　NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

④福島県RL：『ふくしまレッドリスト(鳥類)2024』(福島県　2024年)

　EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類

　NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、N：留意種

【外来種の選定基準】

①特定外来生物：『特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律』(環境省　2005年)

　 特外：特定外来生物

②生態系被害防止外来種：『我が国の生態系に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト』(環境省　2015年)

 　外：国外外来種、内：国内外来種

 　定：定着予防外来種、総：総合対策外来種、産管：産業管理外来種

　 緊：緊急対策外来種、重：重点対策外来種、他：その他の外来種

③福島県BL：『福島県外来種リスト（ふくしまブルーリスト）』（福島県　2025年）

※1河川における主な利用環境については、「河川環境管理シートを用いた環境評価の手引き～河川環境の定量評価と改善に向けて～」（令和５年７月）に記載されている生態情報及び今回の調査結果を
踏まえ判定した。

河川における

主な利用環境※種名科名No.
重要種佐野目 外来種
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・事前調査結果を以下に示す。

昆虫類相調査結果

重要種

天然記

念物

種の保

存法

環境省

RL

福島県

RL

特定外

来

生態系

被害

1 カゲロウ目（蜉蝣目） シロイロカゲロウ科 オオシロカゲロウ Ephoron shigae 1 0 0

2 チラカゲロウ科 チラカゲロウ Isonychia valida 0 1 0

3 トンボ目（蜻蛉目） アオイトトンボ科 オツネントンボ Sympecma paedisca 0 1 1

4 イトトンボ科 アジアイトトンボ Ischnura asiatica 7 4 2

5 カワトンボ科 ハグロトンボ Atrocalopteryx atrata 0 2 0

6 ヤンマ科 ギンヤンマ Anax parthenope julius 0 2 1

7 サナエトンボ科 オナガサナエ Melligomphus viridicostus 0 1 2

8 トンボ科 ショウジョウトンボ Crocothemis servilia mariannae 0 0 1

9 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum 2 1 1

10 ウスバキトンボ Pantala flavescens 30 0 30

11 ナツアカネ Sympetrum darwinianum 2 0 0

12 マユタテアカネ Sympetrum eroticum eroticum 0 1 0

13 アキアカネ Sympetrum frequens 5 0 1

14 ミヤマアカネ Sympetrum pedemontanum elatum 1 0 2

15 ゴキブリ目（網翅目） ゴキブリ科 ヤマトゴキブリ Periplaneta japonica 0 0 1

16 カマキリ目（蟷螂目） カマキリ科 ウスバカマキリ Mantis religiosa sinica DD
情報不

足
1 0 0

17 コカマキリ Statilia maculata 0 1 0

18 オオカマキリ Tenodera sinensis 2 0 0

19 ハサミムシ目（革翅目） マルムネハサミムシ科 ヒゲジロハサミムシ Anisolabella marginalis 0 4 11

20 オオハサミムシ科 オオハサミムシ Labidura riparia 10 0 12

21 カワゲラ目（セキ翅目） オナシカワゲラ科 Amphinemura 属 Amphinemura sp. 0 0 1

22 バッタ目（直翅目） ツユムシ科 サトクダマキモドキ Holochlora japonica 1 1 1

23 ツユムシ Phaneroptera falcata 1 0 0

24 キリギリス科 ウスイロササキリ Conocephalus chinensis 0 0 2

25 オナガササキリ Conocephalus exemptus 0 2 1

26 ホシササキリ Conocephalus maculatus 1 0 0

27 マツムシ科 カンタン Oecanthus longicauda 5 0 6

28 コオロギ科 ハラオカメコオロギ Loxoblemmus campestris 0 1 0

29 モリオカメコオロギ Loxoblemmus sylvestris 1 0 1

- Loxoblemmus 属 Loxoblemmus sp. 3 0 3

30 エンマコオロギ Teleogryllus emma 1 2 1

31 ツヅレサセコオロギ Velarifictorus micado 1 0 1

32 ヒバリモドキ科 マダラスズ Dianemobius nigrofasciatus 1 0 2

33 シバスズ Polionemobius mikado 1 0 0

34 バッタ科 ショウリョウバッタ Acrida cinerea 5 0 5

35 マダラバッタ Aiolopus thalassinus tamulus 1 0 1

36 カワラバッタ Eusphingonotus japonicus
準絶滅

危惧
4 0 0

37 トノサマバッタ Locusta migratoria 10 1 12

38 クルマバッタモドキ Oedaleus infernalis 2 0 2

39 イナゴ科 ハネナガフキバッタ Ognevia longipennis 1 0 0

40 ハネナガイナゴ Oxya japonica 1 0 0

41 コバネイナゴ Oxya yezoensis 1 0 0

42 オンブバッタ科 オンブバッタ Atractomorpha lata 6 0 10

43 ヒシバッタ科 トゲヒシバッタ Criotettix japonicus 1 0 0

44 ハラヒシバッタ Tetrix japonica 0 0 1

45 カメムシ目（半翅目） ハゴロモ科 スケバハゴロモ Euricania fascialis 0 1 0

46 ベッコウハゴロモ Orosanga japonicus 0 1 0

47 グンバイウンカ科 ヒラタグンバイウンカ Ossoides lineatus 0 1 0

48 セミ科 ツクツクボウシ Meimuna opalifera 0 1 1

49 アワフキムシ科 マルアワフキ Lepyronia coleoptrata 0 1 1

50 ヨコバイ科 ミドリヒロヨコバイ Laburrus similis 0 0 1

51 ズキンヨコバイ Podulmorinus vitticollis 0 0 1

52 グンバイムシ科 アワダチソウグンバイ Corythucha marmorata 2 1 1

53 カスミカメムシ科 ナカグロカスミカメ Adelphocoris suturalis 1 0 0

54 Apolygus 属 Apolygus sp. 1 0 1

55 カワヤナギツヤカスミカメ Deraeocoris claspericapilatus 0 0 1

56 ホシカメムシ科 フタモンホシカメムシ Pyrrhocoris sibiricus 0 0 1

57 ホソヘリカメムシ科 ホソヘリカメムシ Riptortus pedestris 3 1 1

58 ヘリカメムシ科 ハリカメムシ Cletus schmidti 0 0 1

59 オオクモヘリカメムシ Homoeocerus striicornis 0 0 1

60 ホシハラビロヘリカメムシ Homoeocerus unipunctatus 0 1 0

61 ヒメヘリカメムシ科 スカシヒメヘリカメムシ Liorhyssus hyalinus 0 0 1

62 アカヒメヘリカメムシ Rhopalus maculatus 0 1 1

63 ナガカメムシ科 コバネナガカメムシ Dimorphopterus pallipes 1 0 0

64 キベリヒョウタンナガカメムシ Horridipamera lateralis 1 0 0

65 ヒメナガカメムシ Nysius plebeius 1 1 1

66 カメムシ科 ウズラカメムシ Aelia fieberi 1 0 1

67 ブチヒゲカメムシ Dolycoris baccarum 1 0 0

68 クサギカメムシ Halyomorpha halys 0 0 1

69 ヨツボシカメムシ Homalogonia obtusa 0 1 0

70 チャバネアオカメムシ Plautia stali 0 1 0

71 ヒメカメムシ Rubiconia intermedia 0 1 1

72 アメンボ科 アメンボ Aquarius paludum paludum 2 0 1

73 ヒメアメンボ Gerris latiabdominis 2 4 1

74 トビケラ目（毛翅目） ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata 0 1 1

75 ヒゲナガトビケラ科 アオヒゲナガトビケラ Mystacides azurea 0 1 0

76 チョウ目（鱗翅目） セセリチョウ科 イチモンジセセリ Parnara guttata guttata 10 2 5

77 チャバネセセリ Pelopidas mathias oberthueri 1 2 2

78 オオチャバネセセリ Polytremis pellucida pellucida 0 1 0

79 シジミチョウ科 ルリシジミ Celastrina argiolus ladonides 1 0 0

80 ウラギンシジミ Curetis acuta paracuta 1 0 0

81 ツバメシジミ Everes argiades argiades 5 0 10

82 ウラナミシジミ Lampides boeticus 20 0 20

83 ベニシジミ Lycaena phlaeas chinensis 0 2 3

84 ヤマトシジミ本土亜種 Zizeeria maha argia 5 5 20

85 タテハチョウ科 コムラサキ Apatura metis substituta 0 0 3

86 ミドリヒョウモン Argynnis paphia tsushimana 1 0 0

87 ツマグロヒョウモン Argyreus hyperbius hyperbius 3 2 0

88 アカボシゴマダラ Hestina assimilis assimilis
特定外

来
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1 2 2

89 ゴマダラチョウ本土亜種 Hestina persimilis japonica 0 0 1

90 ルリタテハ本土亜種 Kaniska canace nojaponicum 0 0 1

91 ジャノメチョウ Minois dryas bipunctata 1 0 1

92 ヒメジャノメ Mycalesis gotama fulginia 0 1 1

93 コミスジ本州以南亜種 Neptis sappho intermedia 1 1 0

94 キタテハ Polygonia c-aureum c-aureum 6 0 2

95 ヒメアカタテハ Vanessa cardui 1 1 1

96 アカタテハ Vanessa indica indica 1 0 0

97 ヒメウラナミジャノメ Ypthima argus argus 2 0 5

98 アゲハチョウ科 キアゲハ Papilio machaon hippocrates 2 0 1

99 アゲハ Papilio xuthus 0 1 1

100 シロチョウ科 モンキチョウ Colias erate poliographa 2 0 10

101 キタキチョウ Eurema mandarina 2 4 5

102 スジグロシロチョウ Pieris melete 0 1 1

103 モンシロチョウ Pieris rapae crucivora 5 5 10

104 ツトガ科 シロモンノメイガ Bocchoris inspersalis 0 1 0

105 シロオビノメイガ Spoladea recurvalis 1 1 1

106 メイガ科 アカマダラメイガ Oncocera semirubella 0 0 1

107 シャクガ科 Scopula 属 Scopula sp. 0 0 1

108 シャチホコガ科 ツマアカシャチホコ Clostera anachoreta anachoreta 0 1 0

109 セグロシャチホコ Clostera anastomosis 0 0 1

110 ヒトリガ科 カノコガ Amata fortunei fortunei 0 0 1

111 キシタホソバ Collita vetusta aegrota 0 0 1
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112 ヤガ科 キマダラコヤガ Acontia trabealis 0 0 1

113 ベニシタバ Catocala electa zalmunna 0 0 1

114 ツメクサガ Heliothis maritima adaucta 1 0 2

115 ウンモンクチバ Mocis annetta 0 0 1
116 コブガ科 アカマエアオリンガ Earias pudicana 0 0 2

117 ハエ目（双翅目） ツリアブ科 スキバツリアブ Villa limbata 1 1 1

118 ハナアブ科 ナミハナアブ Eristalis tenax 2 0 0

119 シママメヒラタアブ Paragus fasciatus 1 0 0
120 オオハナアブ Phytomia zonata 0 1 0

121 ホソヒメヒラタアブ Sphaerophoria macrogaster 1 1 1

122 ショウジョウバエ科 Drosophila 属 Drosophila sp. 0 1 0

123 シマバエ科 Minettia 属 Minettia sp. 0 1 0
124 クロバエ科 ツマグロキンバエ Stomorhina obsoleta 1 1 1

125 ヤドリバエ科 ヤドリバエ科 Tachinidae sp. 1 1 0

126 コウチュウ目（鞘翅目） ホソクビゴミムシ科 コホソクビゴミムシ Brachinus stenoderus 1 0 0

127 ミイデラゴミムシ Pheropsophus jessoensis 2 0 0
128 オサムシ科 Amara 属 Amara  sp. 0 0 2

129 スジミズアトキリゴミムシ Apristus grandis 4 0 9

130 マイマイカブリ東北地方南部亜種 Carabus blaptoides babaianus 0 1 1

131 アオオサムシ東北地方亜種 Carabus insulicola kita 0 0 1

132 クロナガオサムシ Carabus procerulus procerulus 0 13 0
133 アカガネアオゴミムシ Chlaenius abstersus 1 0 4

134 オオアトボシアオゴミムシ Chlaenius micans 1 0 1

135 アトボシアオゴミムシ Chlaenius naeviger 2 2 0

136 アオゴミムシ Chlaenius pallipes 2 1 6
137 キボシアオゴミムシ Chlaenius posticalis 0 5 19

138 オオスナハラゴミムシ Diplocheila zeelandica 0 1 0

139 セアカヒラタゴミムシ Dolichus halensis 4 1 15

140 スジアオゴミムシ Haplochlaenius costiger 0 0 1
141 ヒメケゴモクムシ Harpalus jureceki 1 1 7

142 クロゴモクムシ Harpalus niigatanus 0 0 2

143 ウスアカクロゴモクムシ Harpalus sinicus 2 0 0

144 ノグチアオゴミムシ Lithochlaenius noguchii 75 1 6
145 オオナガゴミムシ Pterostichus fortis 2 0 3

146 マルガタツヤヒラタゴミムシ Synuchus arcuaticollis 0 1 0

147 キアシツヤヒラタゴミムシ Synuchus callitheres callitheres 0 0 1

148 クロツヤヒラタゴミムシ Synuchus cycloderus 0 0 1

149 オオクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus nitidus 0 1 2
150 ムラサキオオゴミムシ Trigonognatha coreana 0 0 1

151 ハンミョウ科 コニワハンミョウ Cicindela transbaicalica japanensis 1 0 0

152 シデムシ科 オオヒラタシデムシ Eusilpha japonica 3 2 5

153 ハネカクシ科 Lathrobium 属 Lathrobium  sp. 0 1 0
154 Philonthus 属 Philonthus  sp. 0 1 0

155 クワガタムシ科 ノコギリクワガタ Prosopocoilus inclinatus inclinatus 0 0 1

156 コガネムシ科 コアオハナムグリ Gametis jucunda 0 0 2

157 アカビロウドコガネ Maladera castanea 0 0 1
158 タマムシ科 ヤナギチビタマムシ Trachys minutus salicis 0 1 1

159 コメツキムシ科 サビキコリ Agrypnus binodulus binodulus 1 0 1

160 ヒメサビキコリ Agrypnus scrofa scrofa 14 31 22

161 Fleutiauxellus 属 Fleutiauxellus sp. 0 0 13
162 Paracardiophoru s属 Paracardiophorus sp. 1 2 2

163 ジョウカイモドキ科 ヒロオビジョウカイモドキ Intybia historio 0 0 1

164 キアシオビジョウカイモドキ Intybia pellegrini pellegrini 0 1 0

165 テントウムシ科 ヒメアカホシテントウ Chilocorus kuwanae 0 0 1
166 アイヌテントウ Coccinella ainu 0 0 1

167 ナナホシテントウ Coccinella septempunctata 5 0 0

168 マクガタテントウ Coccinula crotchi 2 0 1

169 ヒメカメノコテントウ Propylea japonica 1 1 1

170 オオキスイムシ科 ヨツボシオオキスイ Helota gemmata 0 0 1
171 ケシキスイ科 ヨツボシケシキスイ Glischrochilus japonicus 0 0 1

172 ホソヒラタムシ科 ミツモンセマルヒラタムシ Psammoecus trimaculatus 0 0 1

173 アリモドキ科 ヨツボシホソアリモドキ Stricticomus valgipes 1 0 0

174 ゴミムシダマシ科 コスナゴミムシダマシ Gonocephalum coriaceum 0 3 3
175 ホソスナゴミムシダマシ Gonocephalum sexuale 0 7 21

176 ホンドクロオオクチキムシ Upinella fuliginosa 0 0 2

177 カミキリムシ科 ゴマダラカミキリ Anoplophora malasiaca 0 0 1

178 シロスジカミキリ Batocera lineolata 0 0 1
179 ハムシ科 イタチハギマメゾウムシ Acanthoscelides pallidipennis 1 1 1

180 アカバナカミナリハムシ Altica oleracea 1 0 0

181 クロウリハムシ Aulacophora nigripennis nigripennis 1 1 1

182 ヒサゴトビハムシ Chaetocnema ingenua 0 0 1
183 クロトゲハムシ Hispellinus moerens 0 0 1

184 フタスジヒメハムシ Medythia nigrobilineata 1 0 0

185 ホタルハムシ Monolepta dichroa 1 0 0

186 ブタクサハムシ Ophraella communa 1 0 2

187 ハギツツハムシ Pachybrachis eruditus 0 0 2
188 ヤナギルリハムシ Plagiodera versicolora 0 13 2

189 ツマキタマノミハムシ Sphaeroderma apicale 0 1 0

190 チビゾウムシ科 ホソチビゾウムシ Nanophyes marmoratus 1 0 0

191 ハチ目（膜翅目） ミフシハバチ科 ニホンチュウレンジ Arge nipponensis 0 0 1
192 ハバチ科 セグロカブラハバチ Athalia infumata 0 0 1

193 アリ科 クロヤマアリ Formica japonica (s. l.) 3 1 2

194 トビイロケアリ Lasius japonicus 0 1 3

195 カワラケアリ Lasius sakagamii 2 0 1
196 アメイロアリ Nylanderia flavipes 0 2 2

197 アズマオオズアリ Pheidole fervida 0 1 4

198 アミメアリ Pristomyrmex punctatus 1 0 1

199 トビイロシワアリ Tetramorium tsushimae 12 18 18
200 スズメバチ科 スズバチ Oreumenes decoratus 0 0 2

201 フタモンアシナガバチ本土亜種 Polistes chinensis antennalis 2 0 1

202 セグロアシナガバチ本土亜種 Polistes jokahamae jokahamae 1 0 0

203 キアシナガバチ本土亜種 Polistes rothneyi iwatai 1 0 0

204 キオビチビドロバチ Stenodynerus frauenfeldi 0 0 1
205 モンスズメバチ Vespa crabro DD 0 0 1

206 ヒメスズメバチ Vespa ducalis 0 0 1

207 オオスズメバチ Vespa mandarinia 1 0 0

208 キイロスズメバチ Vespa simillima 1 1 0
209 ツチバチ科 ヒメハラナガツチバチ本土亜種 Campsomeriella annulata annulata 1 0 0

210 アナバチ科 サトジガバチ Ammophila vagabunda 1 0 2

211 ミツバチ科 セイヨウミツバチ Apis mellifera 2 0 4

212 コハナバチ科 アカガネコハナバチ Halictus aerarius 1 0 0
213 ハキリバチ科 ヤノトガリハナバチ Coelioxys yanonis 0 1 0

- Megachil e属 Megachile  sp. 1 0 0

種類数合計 0 0 2 2 1 1 111種 87種 146種
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・事前調査結果を以下に示す。

植物相調査結果

佐野目 真宮 対照区 ① ② ③ ④ ① ② ③

1 イワヒバ目 イワヒバ科 クラマゴケ Selaginella remotifolia ●

2 トクサ目 トクサ科 スギナ Equisetum arvense ● ● ●

3 ウラボシ目 コウヤワラビ科 コウヤワラビ Onoclea sensibilis var. interrupta ●

4 クサソテツ Onoclea struthiopteris ● ●

5 メシダ科 イヌワラビ Anisocampium niponicum ● ●

6 シケシダ Deparia japonica ●

7 オシダ科 リョウメンシダ Arachniodes standishii ●

8 マツ目 マツ科 アカマツ Pinus densiflora ●

9 オモダカ目 サトイモ科 コウキクサ Lemna minor ●

10 オモダカ科 サジオモダカ Alisma plantago-aquatica  var. orientale ● ● VU

11 オモダカ Sagittaria trifolia ●

12 トチカガミ科 オオカナダモ Egeria densa ● ○

13 コカナダモ Elodea nuttallii ● ● ○

14 クロモ Hydrilla verticillata ●

15 ヒルムシロ科 エビモ Potamogeton crispus ●

16 ヒルムシロ Potamogeton distinctus ●

17 ホソバミズヒキモ Potamogeton octandrus var. octandrus ●

18 ヤナギモ Potamogeton oxyphyllus ● ● NT

19 ヒロハノエビモ Potamogeton perfoliatus ● VU

20 ヤマノイモ目 ヤマノイモ科 ヤマノイモ Dioscorea japonica ● ●

21 ナガイモ Dioscorea polystachya ● ●

22 オニドコロ Dioscorea tokoro ●

23 クサスギカズラ目 アヤメ科 キショウブ Iris pseudacorus ● ●

24 クサスギカズラ科 オモト Rohdea japonica ●

25 ツユクサ目 ツユクサ科 ツユクサ Commelina communis var. communis ● ● ●

26 イボクサ Murdannia keisak ● ●

27 ミズアオイ科 コナギ Monochoria vaginalis ●

28 イネ目 ガマ科 ミクリ Sparganium erectum ● ● NT NT

29 ナガエミクリ Sparganium japonicum ● NT NT

30 ヒメガマ Typha domingensis ● ●

31 イグサ科 イグサ Juncus decipiens ●

32 タチコウガイゼキショウ Juncus krameri ● ●

33 コウガイゼキショウ Juncus prismatocarpus ssp. leschenaultii ●

34 カヤツリグサ科 エナシヒゴクサ Carex aphanolepis ●

35 チャガヤツリ Cyperus amuricus ● ●

36 ヒメクグ Cyperus brevifolius var. leiolepis ●

37 タマガヤツリ Cyperus difformis ●

38 ヒナガヤツリ Cyperus flaccidus ●

39 コゴメガヤツリ Cyperus iria ●

40 カヤツリグサ Cyperus microiria ● ● ●

41 カワラスガナ Cyperus sanguinolentus ●

42 ハリイ Eleocharis congesta var. japonica ●

43 カンガレイ Schoenoplectiella triangulata ● ●

44 フトイ Schoenoplectus tabernaemontani ●

45 サンカクイ Schoenoplectus triqueter ● ●

46 ツルアブラガヤ Scirpus radicans ● NT

47 アブラガヤ Scirpus wichurae ● ●

48 イネ科 コブナグサ Arthraxon hispidus ● ●

49 キツネガヤ Bromus remotiflorus ●

50 メヒシバ Digitaria ciliaris ● ●

51 アキメヒシバ Digitaria violascens ● ●

52 イヌビエ Echinochloa crus-galli ● ● ●

53 シナダレスズメガヤ Eragrostis curvula ● ● ● ○

54 カゼクサ Eragrostis ferruginea ●

55 ナルコビエ Eriochloa villosa ● ● ●

56 エゾノサヤヌカグサ Leersia oryzoides ● ●

57 サヤヌカグサ Leersia sayanuka ●

58 ササガヤ Leptatherum japonicum ● ●

59 アシボソ Microstegium vimineum ●

60 オギ Miscanthus sacchariflorus ●

61 ススキ Miscanthus sinensis ● ● ●

62 ケチヂミザサ Oplismenus undulatifolius var. undulatifolius ● ●

63 ヌカキビ Panicum bisulcatum ● ● ●

64 オオクサキビ Panicum dichotomiflorum ● ● ○

65 クサヨシ Phalaris arundinacea ● ● ●

66 ヨシ Phragmites australis ●

67 ツルヨシ Phragmites japonicus ● ● ●

68 チマキザサ Sasa palmata ●

69 オニウシノケグサ Schedonorus phoenix ● ● ○

70 アキノエノコログサ Setaria faberi ● ● ●

71 キンエノコロ Setaria pumila ●

72 エノコログサ Setaria viridis var. minor ●

73 シバ Zoysia japonica ●
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74 キンポウゲ目 ケシ科 クサノオウ Chelidonium majus ssp. asiaticum ● ●

75 タケニグサ Macleaya cordata ● ●

76 アケビ科 アケビ Akebia quinata ●

77 ツヅラフジ科 アオツヅラフジ Cocculus trilobus ●

78 キンポウゲ科 ボタンヅル Clematis apiifolia var. apiifolia ● ●

79 ユキノシタ目 ユキノシタ科 ネコノメソウ Chrysosplenium grayanum ●

80 ベンケイソウ科 ツルマンネングサ Sedum sarmentosum ● ● ● ○

81 タコノアシ科 タコノアシ Penthorum chinense ● NT NT

82 アリノトウグサ科 ホザキノフサモ Myriophyllum spicatum ● EN

83 ブドウ目 ブドウ科 ノブドウ Ampelopsis glandulosa var. heterophylla ● ● ●

84 ヤブカラシ Cayratia japonica ● ● ●

85 マメ目 マメ科 クサネム Aeschynomene indica ●

86 ネムノキ Albizia julibrissin var. julibrissin ● ● ●

87 イタチハギ Amorpha fruticosa ● ● ● ○

88 ヤブマメ Amphicarpaea edgeworthii ● ●

89 カワラケツメイ Chamaecrista nomame ● ● ●

90 ツルマメ Glycine max ssp. soja ● ●

91 マルバヤハズソウ Kummerowia stipulacea ● ● ●

92 ヤハズソウ Kummerowia striata ● ● ●

93 メドハギ Lespedeza cuneata var. cuneata ● ●

94 シベリアメドハギ Lespedeza juncea ● ● ● DD

95 イヌハギ Lespedeza tomentosa ● NT CR

96 ミヤコグサ Lotus corniculatus ssp. japonicus ●

97 クズ Pueraria lobata ssp. lobata ● ●

98 ハリエンジュ Robinia pseudoacacia ● ● ○

99 ムラサキツメクサ Trifolium pratense ● ● ○

100 ツルフジバカマ Vicia amoena ●

101 フジ Wisteria floribunda ● ●

102 バラ目 グミ科 アキグミ Elaeagnus umbellata var. umbellata ●

103 アサ科 エノキ Celtis sinensis ● ●

104 カラハナソウ Humulus lupulus var. cordifolius ●

105 カナムグラ Humulus scandens ● ● ●

106 クワ科 ヤマグワ Morus australis ● ● ●

107 イラクサ科 カラムシ Boehmeria nivea var. concolor ●

108 アカソ Boehmeria silvestrii ●

109 ミズ Pilea hamaoi ●

110 バラ科 ノイバラ Rosa multiflora var. multiflora ● ●

111 ナワシロイチゴ Rubus parvifolius ● ●

112 ブナ目 クルミ科 オニグルミ Juglans mandshurica var. sachalinensis ● ● ●

113 ウリ目 ドクウツギ科 ドクウツギ Coriaria japonica ●

114 ウリ科 ゴキヅル Actinostemma tenerum ● ●

115 アマチャヅル Gynostemma pentaphyllum var. pentaphyllum ● ●

116 アレチウリ Sicyos angulatus ● ● ● 特定 ○

117 キカラスウリ Trichosanthes kirilowii  var. japonica ●

118 スズメウリ Zehneria japonica ● ● ●

119 ニシキギ目 ニシキギ科 ツルウメモドキ Celastrus orbiculatus var. orbiculatus ● ●

120 カタバミ目 カタバミ科 オッタチカタバミ Oxalis dillenii ● ● ● ○

121 キントラノオ目 トウダイグサ科 オオニシキソウ Euphorbia nutans ● ● ● ○

122 ヤナギ科 トカチヤナギ Salix cardiophylla ● ●

123 シロヤナギ Salix dolichostyla ● ● ●

124 イヌコリヤナギ Salix integra ●

125 カワヤナギ Salix miyabeana ssp. gymnolepis ● ● ●

126 エゾノキヌヤナギ Salix schwerinii ● ● ●

127 タチヤナギ Salix triandra ● ● ●

128 オノエヤナギ Salix udensis ● ●

129 スミレ科 ツボスミレ Viola verecunda var. verecunda ●

130 オトギリソウ科 コゴメバオトギリ Hypericum perforatum ssp. chinense ● ● ●

131 フトモモ目 ミソハギ科 ホソバヒメミソハギ Ammannia coccinea ● ○

132 ミソハギ Lythrum anceps ● ●

133 エゾミソハギ Lythrum salicaria ● ● ●

134 アカバナ科 ミズタマソウ Circaea mollis ●

135 ヒレタゴボウ Ludwigia decurrens ● ○

136 チョウジタデ Ludwigia epilobioides ssp. epilobioides ●

137 メマツヨイグサ Oenothera biennis ● ● ● ○

138 ムクロジ目 ウルシ科 ヌルデ Rhus javanica var. chinensis ● ●

139 ミカン科 サンショウ Zanthoxylum piperitum ●

140 アブラナ目 アブラナ科 ハルザキヤマガラシ Barbarea vulgaris ● ○

141 コンロンソウ Cardamine leucantha ●

142 マメグンバイナズナ Lepidium virginicum ● ○

143 オランダガラシ Nasturtium officinale ● ○

144 スカシタゴボウ Rorippa palustris ● ●

145 ビャクダン目 ビャクダン科 カナビキソウ Thesium chinense ●

重要種地区名
種名科名

外来種
学名目名No.
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・事前調査結果を以下に示す。

植物相調査結果

佐野目 真宮 対照区 ① ② ③ ④ ① ② ③

146 ナデシコ目 タデ科 オオツルイタドリ Fallopia dentatoalata ●

147 ケイタドリ Fallopia japonica var. uzenensis ● ●

148 オオイタドリ Fallopia sachalinensis ●

149 ミズヒキ Persicaria filiformis ●

150 ヤナギタデ Persicaria hydropiper ● ● ●

151 オオイヌタデ Persicaria lapathifolia var. lapathifolia ● ● ●

152 イヌタデ Persicaria longiseta ●

153 ヤノネグサ Persicaria muricata ●

154 イシミカワ Persicaria perfoliata ● ●

155 アキノウナギツカミ Persicaria sagittata var. sibirica ● ●

156 ママコノシリヌグイ Persicaria senticosa ● ●

157 ミゾソバ Persicaria thunbergii var. thunbergii ● ● ●

158 スイバ Rumex acetosa ● ● ●

159 ヒメスイバ Rumex acetosella ssp. pyrenaicus ● ● ● ○

160 エゾノギシギシ Rumex obtusifolius ● ● ○

161 ナデシコ科 ノハラナデシコ Dianthus armeria ● ○

162 サボンソウ Saponaria officinalis ● ● ○

163 ムシトリナデシコ Silene armeria ● ● ● ○

164 ウシハコベ Stellaria aquatica ● ●

165 ヒユ科 ヒナタイノコヅチ Achyranthes bidentata var. tomentosa ● ● ●

166 カワラアカザ Chenopodium acuminatum var. vachelii ● ●

167 シロザ Chenopodium album var. album ● ●

168 アリタソウ Dysphania ambrosioides ● ● ○

169 ザクロソウ科 クルマバザクロソウ Mollugo verticillata ● ○

170 ツツジ目 ツリフネソウ科 ツリフネソウ Impatiens textorii ●

171 サクラソウ科 コナスビ Lysimachia japonica ●

172 リンドウ目 アカネ科 ヨツバムグラ Galium trachyspermum ●

173 キバナカワラマツバ Galium verum ssp. asiaticum ●

174 ヘクソカズラ Paederia foetida ● ●

175 アカネ Rubia argyi ● ●

176 キョウチクトウ科 ガガイモ Metaplexis japonica ● ● ●

177 ナス目 ヒルガオ科 ヒルガオ Calystegia pubescens ● ●

178 アメリカネナシカズラ Cuscuta campestris ● ● ○

179 ネナシカズラ Cuscuta japonica ●

180 シソ目 オオバコ科 ヘラオオバコ Plantago lanceolata ● ● ● ○

181 オオカワヂシャ Veronica anagallis-aquatica ● ● ● 特定 ○

182 ゴマノハグサ科 ビロードモウズイカ Verbascum thapsus ● ● ● ○

183 アゼナ科 アゼナ Lindernia procumbens ●

184 アゼトウガラシ Vandellia micrantha ●

185 シソ科 コムラサキ Callicarpa dichotoma ● ○

186 イヌトウバナ Clinopodium micranthum var. micranthum ●

187 ナギナタコウジュ Elsholtzia ciliata ●

188 カキドオシ Glechoma hederacea ssp. grandis ● ●

189 コシロネ Lycopus cavaleriei ●

190 ハッカ Mentha canadensis ● ●

- ハッカ属の一種 Mentha sp. ●

191 ヒメジソ Mosla dianthera ● ●

192 イヌコウジュ Mosla scabra ● ●

193 イヌゴマ Stachys aspera var. hispidula ● ●

194 ニガクサ Teucrium japonicum ● ●

195 キク目 キキョウ科 ミゾカクシ Lobelia chinensis ●

196 キク科 ブタクサ Ambrosia artemisiifolia ● ● ○

197 オオブタクサ Ambrosia trifida ● ● ● ○

198 カワラハハコ Anaphalis margaritacea ssp. margaritacea var. yedoensis ● ● ●

199 ヨモギ Artemisia indica var. maximowiczii ● ● ●

200 オトコヨモギ Artemisia japonica ssp. japonica var. japonica ● ● ●

201 ユウガギク Aster iinumae ● ●

202 ノコンギク Aster microcephalus var. ovatus ● ● ●

203 アメリカセンダングサ Bidens frondosa ● ● ● ○

204 トキンソウ Centipeda minima ●

205 オオキンケイギク Coreopsis lanceolata ● ● ● 特定 ○

206 アメリカタカサブロウ Eclipta alba ● ● ● ○

207 ダンドボロギク Erechtites hieraciifolius var. hieraciifolius ● ○

208 ヒメジョオン Erigeron annuus ● ● ○

209 ヒメムカシヨモギ Erigeron canadensis ● ● ○

210 オオアレチノギク Erigeron sumatrensis ● ● ○

211 キクイモ Helianthus tuberosus ● ○

212 ブタナ Hypochaeris radicata ● ○

213 カワラニガナ Ixeris tamagawaensis ● NT NT

214 アキノノゲシ Lactuca indica var. indica ● ●

215 オオハンゴンソウ Rudbeckia laciniata ● ● 特定 ○

216 セイタカアワダチソウ Solidago altissima ● ● ○

217 オオアワダチソウ Solidago gigantea ssp. serotina ● ● ○

218 ヒロハホウキギク Symphyotrichum subulatum var. squamatum ● ○

219 イガオナモミ Xanthium orientale ssp. italicum ● ● ○

重要種地区名
種名科名

外来種
学名目名No.

佐野目 真宮 対照区 ① ② ③ ④ ① ② ③

220 セリ目 ウコギ科 タラノキ Aralia elata ●

221 ヤマウコギ Eleutherococcus spinosus var. spinosus ●

222 セリ科 ドクゼリ Cicuta virosa ●

223 ミツバ Cryptotaenia japonica ● ●

224 ウマノミツバ Sanicula chinensis ●

225 マツムシソウ目 ガマズミ科 ニワトコ Sambucus racemosa ssp. sieboldiana var. sieboldiana ●

226 スイカズラ科 スイカズラ Lonicera japonica ●

227 キンギンボク Lonicera morrowii ●

228 タニウツギ Weigela hortensis ● ●

0種 0種 5種 11種 4種 0種 46種

※種名、配列等は原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト令和7年度」(令和7年、国土交通省)に従った。

【重要種の選定基準】

①天然記念物：『文化財保護法』(昭和25年法律第214号)

　特天:特別天然記念物、天:天然記念物

②種の保存法：『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(種の保存法)』(平成4年法律第75号)

　国内:国内希少野生動植物、特一:特定第一種国内希少野生動植物種、特二:特定第二種国内希少野生動植物種、緊急:緊急指定種

③環境省RL：『第5次環境省レッドリスト（植物・菌類）』(環境省、2025年)

　EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類

　NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

④福島県RL：『ふくしまレッドリスト(維管束植物)』(福島県、2024年)

　EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類

　NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、N：留意種

【外来種の選定基準】

①特定外来生物：『特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律』(環境省　2005年)

　 特外：特定外来生物

②生態系被害防止外来種：『我が国の生態系に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト』(環境省　2015年)

 　外：国外外来種、内：国内外来種

 　定：定着予防外来種、総：総合対策外来種、産管：産業管理外来種

　 緊：緊急対策外来種、重：重点対策外来種、他：その他の外来種

③福島県外来種：『福島県外来種リスト（ふくしまブルーリスト）』（福島県、2025年）

　〇：掲載種

139種

重要種地区名
種名科名

228種68科

外来種

46種11種
130種143種31目-
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・事前調査結果を以下に示す。

魚類相調査結果

たまり ワンド
春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 秋季 春季 秋季 春季 秋季 春季 秋季

1 コイ目 コイ科 コイ(飼育型) Cyprinus carpio 1 1 8 1 2 4 国内

2 ギンブナ Carassius  sp. 2 5 2 3 1

3 ハス Opsariichthys uncirostris uncirostris 1 内総他 国内

4 オイカワ Opsariichthys platypus 2 5 6 15 12 5 6 20 12 6 6 2 8 17 16 国内

5 カワムツ Candidia temminckii 2 1 71 8 37 7 1 10 1 6

6 アブラハヤ Rhynchocypris lagowskii steindachneri 9 1 9 24 11 67 1 3 63 14 34 7 29 6 9 11

7 ウケクチウグイ Pseudaspius nakamurai 1 1 1 EN EN

8 ウグイ Pseudaspius hakonensis 3 1 1 1 2 1 1 3 1 1 1 2 1 13 8

9 モツゴ Pseudorasbora parva 1 3 5 1 1 内総他 国内

10 タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus 1 国内

11 スナゴカマツカ Pseudogobio polystictus 2 1 NT

12 ニゴイ Hemibarbus barbus 1 1 1 3 1

13 ドジョウ科 ドジョウ類
※1 Misgurnus anguillicaudatus  sp.complex 1 1 NT/DD DD/NT

14 ヒガシシマドジョウ Cobitis  sp. BIWAE type C 1 2 1 1 NT、LP

15 フクドジョウ科 フクドジョウ Barbatula oreas 1 16 1 3 4 1 1 1 4 1 3 国内

16 ナマズ目 ナマズ科 ナマズ Silurus asotus 2 1 7 1 1 1 2 1 4 国内

17 アカザ科 アカザ Liobagrus reinii 3 1 1 VU CR

18 サケ目 サケ科 サクラマス(ヤマメ) Oncorhynchus masou masou 1 NT

19 トゲウオ目 トゲウオ科 陸封型イトヨ Gasterosteus aculeatus  subsp.1 1 LP EN

20 ダツ目 メダカ科 ミナミメダカ
※2 Oryzias latipes 9 国内

21 スズキ目 サンフィッシュ科 オオクチバス Micropterus salmoides 1 特外 外総緊 国外

22 コクチバス Micropterus dolomieu dolomieu 1 2 2 1 特外 外総緊 国外

23 カジカ科 カジカ Cottus pollux 1 1 1 3 NT EN

24 ハゼ科 トウヨシノボリ種群 Rhinogobius  sp.OR unidentified 2 1 1

25 タイワンドジョウ科 カムルチー Channa argus 1 1 1 1 国外

個体数 16 30 23 46 26 87 16 6 12 19 165 39 91 24 2 9 42 40 33 50 - - - - - - -

種数 6種 7種 8種 6種 5種 10種 4種 4種 4種 9種 10種 7種 10種 5種 2種 4種 6種 10種 7種 8種 0種 0種 6種 7種 2種 4種 11種

注.　和名、科の配列等は、主に「河川水辺の国勢調査のための生物リスト(令和7年度生物リスト）」（2025年、国土交通省）に従った。

＜重要種の選定基準＞
①:「文化財保護法｣(1950年、法律第214号)に基づき指定されている天然記念物

特天:特別天然記念物、天:天然記念物
②:「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律｣(1992年、法律第75号)に基づき指定されている種

国内:国内希少野生動植物種、国際:国際希少野生動植物種
③:「環境省レッドリスト2020の公表について｣(2020年、環境省)

EX:絶滅種、EW:野生絶滅、CR+EN:絶滅危惧I類、CR:絶滅危惧IA類、EN:絶滅危惧IB類、VU:絶滅危惧II類、NT:準絶滅危惧、DD:情報不足、LP:絶滅のおそれのある地域個体群

④: ｢ふくしまレッドリスト（2024年版）について｣(2023年、福島県報道発表資料）

EX:絶滅種、EW:野生絶滅、CR+EN:絶滅危惧I類、CR:絶滅危惧IA類、EN:絶滅危惧IB類、VU:絶滅危惧II類、NT:準絶滅危惧、DD:情報不足、LP:絶滅のおそれのある地域個体群 
＜外来種の選定基準＞
①:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(2004年、法律第78号)に基づき指定されている特定外来生物
 　特外:特定外来生物
②:「生態系被害防止外来種リスト」（2014年、環境省・農林水産省）
 　外：国外外来種、内：国内外来種
 　定：定着予防外来種、総：総合対策外来種、産管：産業管理外来種

　 緊：緊急対策外来種、重：重点対策外来種、他：その他の外来種

③:「侵入生物データベース｣(2025年6月時点、国立環境研究所)

 　国外：国外外来種、国内：国内外来種

※1：ドジョウ類は「ドジョウ」「キタドジョウ」のどちらかであるが、確認個体が雌または若齢であり、同定形質が不明瞭であったため「ドジョウ類」とした。

 　　なお、③の選定基準において「ドジョウ」はNT、「キタドジョウ」はDD、④の選定基準において「ドジョウ」はDD、「キタドジョウ」はNTに該当する。

※2　ミナミメダカは③でVU、④でENに該当するが、アドバイザー聞き取り情報で国内移入種の可能性が高いことが指摘されているため、重要種としてカウントしていない。

② ③
No. 目名

計 6目 12科 25種

早瀬
対照区 重要種 外来種

早瀬 淵 平瀬 早瀬 淵 平瀬
④ ① ② ③

淵 平瀬
①

科名 種名 学名

佐野目地区 真宮工区
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・事前調査結果を以下に示す。

両生類爬虫類哺乳類確認結果


